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　毒物カレー事件に代表されるような有害物質による健

康危機の発生に対して，専門的知見や高度検査機能を有

する機関としての地方衛生研究所に求められる役割は，

近年ますます増大している。健康危機が発生した場合に

は，その機能を十分に発揮して未知の病因物質の分析・

特定を迅速かつ正確に実施して，危害の拡大を可能な限

り防がなければならない。そのためには，保健所と連携

して現場の状況や患者の症状を十分に把握・検証して，

迅速かつ的確な検査対象物質の絞り込みが必要である。

そこで今回，化学物質及び自然毒による健康危害に対し

て，患者の症状及び潜伏時間等から病因物質を検索する

ためのデータベースを作成し，優先的に検査対象とすべ

き物質の絞り込みの方法を検討した。
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　今回，経口摂取による健康危害が知られている有害物

質として，重金属５物質，農薬８物質，その他の化学物

質８物質，毒きのこ１８種類，その他の植物性自然毒２１種

類　，動物性自然毒１１種類についてExcelを用いてデータ

ベース化した。

　本データベースでは，これらの有害物質による健康危

害の実例１２７件と専門書等に示されている病因物質５１例

（以下「一般例」と呼ぶ），合計１７８例の症状，潜伏時間

及びその他の情報を表示した。発生頻度の多い症状につ

いては症状ごと（例えば「下痢」など）の専用の「列」

に分類したが，発生頻度の少ない症状については，「そ

の他」の「列」にまとめて表示した（図１）。なお，実

例と一般例の区別を容易にするために，一般例は青字で

示し，実例については黒字を原則としたが，実例で発症

者の３０％以上にみられた症状については赤字の太字で，

３０％未満は黒字の斜体細字で表示した（図２）。また，

下痢の回数のような症状に関する情報や，症状の発生順

位についてもできるだけ表示するように努めた。実例の

潜伏時間については，最も早く発症した人は「早い」の

欄に，患者が最も多発した潜伏時間は「多発」の欄に，

最も遅く発症した人は「遅い」の欄に，「日」は「ｄ」，

「時間」は「ｈ」，「分」は「ｍ」の記号を用いてそれぞ

れ表示した。実例については，摂取量や食べたときの味

や臭い等，検索に参考となる情報をできるだけ表示し，

一般例については，発症毒量や致死量などの情報もでき

るだけ加えた（図３）。植物性自然毒の成分は「毒の成

分」の欄に示したが，類似の毒成分を含有する別の種類

の有毒植物も「類似毒及び小分類」の欄に表示した（図

４）。また，これらの有毒植物６２種類を新たに別な「行」

の病因物質の欄にも表示し，当該植物名で実例等の表示

済みの有毒植物名が参照できるようにした（図５）。また，

実例等が示されていない農薬２３１物質を有機リン系等の

分類名ごとに区分して表示し，一般名により該当する分

類の実例等を参照できる「農薬検索」用データベースを

別のシートに作成した（図６）。

　なお，これらのデータは「食品衛生学雑誌」，「全国食

中毒事件録」，「東京都の食中毒事件概要」，「中毒百科」１），

「症例から学ぶ中毒事故とその対策」２），「行政と食中

毒」３）等から引用した。
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　有害物質が疑われる健康危機が発生した際に，優先的に検査対象とすべき物質の絞り込むことを目的として，患者

の症状等から病因の有害物質を検索するためのシステムを作成した。今回，経口摂取による健康危害が知られている

物質として，重金属５物質，農薬８物質，その他の化学物質８物質，毒きのこ１８種類，その他の植物性自然毒２１種類，

動物性自然毒１１種類について，実例１２７件と専門書等に示されている病因物質５１例，合計１７８例の症状，潜伏時間及び

その他の情報をExcelで表示しデータベース化した。

＊　環境生活部参事兼技術次長
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　今回，有害物質による健康危害データベースをExcelで

作成したが，病因物質が不明の健康危害が発生した際に

は，オートフィルター機能を用いることによって患者の

主症状や特異的な症状等からの病因物質の絞り込みが容

易になった。すなわち，症状専用の「列」が設けられて

いる下痢などの症状の検索はオートフィルターの「空白

以外のセル」で，「その他」の列に区分されている症状

の検索はオートフィルターの抽出オプション中の症状で

それぞれ検索する（図７，８）。　絞り込みを開始する際

には，患者の多くに共通している１～２の症状について

検索し，続いて特徴的な症状を１つ程度，すなわち全部

で２～３の症状名で検索する（図９）。次に絞り込まれ

た病因物質の各「行」に表示されているすべての症状や

潜伏時間等を把握し，直面している健康危害の発症者の 

それらとを比較検討する。　これにより疑われる病因物

質が見つかった場合には，オートフィルターを一旦解除

して当該病因物質名で再度検索し直して，その症状や潜

伏時間，その他の記載事項について比較検討する。　なお，

表示全体の「列」の幅は狭く表示されているので，セル

の幅を広げるか「数式バー」で隠れているデータを確認

する必要がある。　また，植物性自然毒については「類

似毒及び小分類」に表示してある類似の毒成分を含有す

る他種の有毒植物についても確認する。　これにより病

因物質名の欄から疑わしい有毒植物名を検索し，類似の

有毒植物の実例等を参照することができる。疑わし農薬

の一般名が判明している場合には「農薬検索」用データ

ベースで該当する分類名を検索し，当該分類名の他の実

例の参照が容易となった。
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　化学物質や自然毒による健康危害では，当該化学物質

や自然毒の摂取量によって患者の症状の現れ方や潜伏時

間の長さにバラツキがみられる場合があることから，で

きるだけ同一物質による実例を数多く収集するように努

めた。　実例に一般例を加えたこのシステムによって病

因物質の検索が迅速かつ容易になり精度も上げることが

できたと考えている。　今回は，有害物質の経口摂取によ

る急性の健康危害を収集したが，今後は，微生物や気体

によるものなども含めた実例や一般例を多数収集し，検

索の範囲拡充や精度を高める必要があり，多くの自治体

の情報提供や専門家の協力によって本データベースが充

実できるよう期待している。なお「農薬検索」用データ

ベースの作成は，同一系統の農薬でも物質によって毒性

は異なると考えられるが，同一系統共通の症状を呈する

場合も少なくないと考え作成した。今回作成したデータ

ベースは，使用人口の多いExcelを用いたので多くの人が

何処でも簡単に使用できることや，疑われる病因物質が

検索された場合に，検索に用いた症状以外の症状も同一

「行」に表示されるので，直面している健康危害の発症

者の症状との比較が容易である利点がある。しかし，画

面が横に長いので横スクロールを多用しなければないと 

いう欠点もある。今後は今回作成したExcelによるデータ

ベースの充実を図るだけでなく，目的とする情報が１つ

の画面に表示できる専用ソフトの開発も検討し，将来，

できれば使用者の状況によって２つのソフトの使い分け

ができるようにしたいと考えている。
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　本研究は，厚生労働科学研究の分担研究「健康危機管

理事例のデータベース化とその利用に関する研究」で，

宮城県の担当分をまとめたものである。ご協力をいただ

いた大阪府立公衆衛生研究所の江部所長を始め，当研究

班の各位，並びにご助言をいただいた東北大学大学院医

学系研究科環境保健医学分野の佐藤洋教授に対して深く

感謝いたします。
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１）内藤裕史：中毒百科，南光堂（２００１）　

２）�日本中毒情報センター，症例で学ぶ中毒事故とそ

の対策，㈱じほう（２０００）

３）阿部和男：行政と食中毒，�宮城県食品衛生協会

（２０００）
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